
国際コンテナ戦略港湾の計画書の評価結果

基幹航路の維持・強化のため、釜山港、シン
ガポール港に伍するサービスの提供を目指
したものであること

アジアにおけるコンテナ物流の動向や、提案
内容の地理的特性を踏まえ、目指すべき
「位置づけ」が明確であること

基幹航路維持・強化のためのコスト低減 150 98 127 114 41

基幹航路維持・強化のための広域からの貨
物集約

150 120 48 119 26

その他荷主へのサービス向上 50 33 39 38 33

123

配点 京浜港 伊勢湾 阪神港 北部九州港湾

目標・位置づけ 350 297 163 291

実現のための方策

環境・セキュリティ 50 38 41 39 32

戦略的な港湾経営の実現（施策） 100 54 53 81 7

民の視点からの積極的な経営が可能である
こと

コンテナ港湾を一元的に経営することが可
能であること

そのための体制整備が具体的であること

合計 1000 729 553 769 277

※合計は四捨五入の関係で一致しない場合がある。

14実現のための体制 150 89 82 87
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